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農業者 約 名

組織名 　福原108環境の会

対象農用地 農　業　用　施　設 農地維持

13 開水路 パイプライン 農　道 ため池 資源向上
（農村環境保全活動まで）

13 4.6 1.5 1.4 0 資源向上
（多面的機能の増進）

43 活動開始年度 令和 2 年度 活動 2 年目

◆上半期の活動報告◆ ◆今年から新しく取り組んだこと◆

水揚げ装置の設置 役員のみの総会

いつ：令和３年4月

いつ：令和３年４月

◆今後の展望◆

いつ：令和３年９月

◆令和３年度下半期のスケジュール◆

１０月 河川の草刈り２回

１０月 河川の水質検査

１１月 木障切り２回

いつ：令和３年７月 １２月 河川法面の陥没箇所の修理

１月 堀の泥上げ

２月 役員会（反省と活動方針）

３月 水質検査

３月 活動報告書作成

農業者以外
の

構成団体

地域の概略

本地区は吾国山の北斜面に位置した沢沿いの山間地で、稲田川支流の清ら
かな水で育まれる美味しいお米（コシヒカリ）が自慢の自然豊かな地域で
す。
　令和2年に会を立ち上げ活動を始めました。

写真1 写真5
高低差がかなりあり、水量
が少ない時期には上半分
の水田に水が上がらない
ため落差式ホース水揚げ
装置で対応した。

コロナ禍で役員のみの総会を４月開催、
他の会員には書面で承認を得た。

写真2農道の滑解消のため
砂利敷きを実施した 結成２年目に入り、会員の環境に対す

る意識も高まり、進んで所有地の草刈り
など行い地域内がきれいになりつつあ
る。コロナが治まってくれば、会員以外
の人々と交流会などを行い、コミュニ
ケーションを図りたい。

写真3 水路の法面と電気柵下の
草刈りを実施した。年に２
から３回実施。

写真4
植栽畑を２カ所作り、ひ
まわり、コスモス、菊を
栽培、月１回程度の草
取り等の管理を実施。


